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スマートシティにおける
経験価値創造に向けた取り組み
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社会イノベーションを支えるエクスペリエンスデザイン
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現在，世界中で数百ものスマートシティプロジェクトが進行中である

と言われているが，多くのプロジェクトは企画・構想段階にある。

一般に，スマートシティは「ITを駆使することにより，エネルギーや

資源などを効率よく使い，環境に配慮した次世代都市」と解されて

おり，企画・構想段階ではどのようにITおよび都市インフラの技術

を導入するかが中心に議論されている。

日立グループは，これらの観点に加え，「スマートシティの生み出す

価値」についてエクスペリエンスデザインを活用した先行的な研究を

行い，企画検討に有用なフレームワーク・視点を導出した。

1.　はじめに

スマートシティがめざすべき最上位の価値は，言うまで
もなく人類共通の目標である「持続可能な発展」である。
そして，その価値を実現するための都市の姿がスマートシ
ティ，すなわち「IT（情報技術）を駆使することにより，
エネルギーや資源などを効率よく使い，環境に配慮した次
世代都市」である。
この関係をエクスペリエンスデザインの視点で表現した

ものを図1，図2に示す。それぞれ，エクスペリエンスデ
ザインの最も基本的な考え方である「経験価値を，ステー
クホルダーの視点で，時系列に表現する」に基づき，日立
グループ内で行ったさまざまな検討・分析の結果を集約し
たものである。
ここでは，スマートシティにおける経験価値創造に向け
た，日立グループの取り組みについて述べる。

2.　持続可能な発展

日立グループは，エクスペリエンスデザインに基づくス
マートシティ概念の分析・整理から，持続可能な発展を実
現するための企画・検討のフレームワーク・視点として以
下を導出した。
（1）ステークホルダー
都市における主要なステークホルダーは「生活者」，「企
業」，「行政」の3者である。また，生活者，企業，行政の
ステークホルダーの中にも都市との関わり方においてさま
ざまな立場がある。これらのすべてのステークホルダー
が，共通の目標である持続可能な発展に向けて，みずから
の役割に応じて協力し，共に持続可能な発展の成果を享受
することをめざす。スマートシティの社会インフラは，こ
うしたステークホルダーの動的かつ共生的な関係の成立，
持続，発展をサポートするものである。
なお，エクスペリエンスデザインは，本来「自然人のエ
クスペリエンス」を対象とするものであるが，都市という
複合的な対象を扱うため，ここにおいてのみエクスペリエ
ンスデザインの考え方を準用し，企業と行政をステークホ
ルダーとして扱っている。
（2）経験価値（ステークホルダー別）
（a）生活者：エコとエクスペリエンスの最適バランス
スマートシティの社会インフラは，生活者に対して二
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図1│スマートシティのステークホルダー
経験価値創造のためには，関連するステークホルダーの便益と負担・リスク
を幅広く検討することが重要である。
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つのサポートを行う。第一に，安心・便利で豊かな，そ
の都市に住み続けたいと思えるような都市生活の経験価
値（エクスペリエンス）を享受し，かつそのライフスタ
イルの継続と地球環境保護を両立できることである。第
二に，より積極的に地球環境保護に貢献したいと思う場
合に，その機会と選択肢が十分に用意されていることで
ある。
（b）企業：エコと事業運営の最適バランス
スマートシティの社会インフラは，企業に対して二つ

のサポートを行う。第一に，経済合理性の高い事業運営
が可能で，当該地域への投資意欲を高める事業運営を享
受でき，かつその事業の継続・発展と地球環境保護を両
立できることである。第二に，より積極的に地球環境保
護に貢献する事業を行いたいと思う場合に，その機会と
選択肢が十分に用意されていることである。
（c）行政：十分な社会インフラとコストの最適バランス
スマートシティの社会インフラは，（a）および（b）の
サポートと，行政自身の地球環境保護施策，ならびに
自治体財政の両立が持続できる，最適なコストで運営
される。

（3）時系列
都市の人口，経済動向，社会的要請，ならびに生活者の

ライフスタイルやニーズは，時系列に大きく変化してい
く。また，都市によっては外部要因や制約条件（利用可能
な資源など）も大きく異なる場合がある。スマートシティ
の社会インフラは，こうしたさまざまな要因や変動を考慮
したうえで，（1）および（2）で述べたバランスの維持，高
度化を可能とするものである。

ここで導出されたフレームワークと視点は，日立グルー
プのホームページや展示会などで発信されているスマート
シティに関するビジョン・コンセプトの基礎になっている
とともに，日立グループがスマートシティの上流工程（企
画・構想段階）を支援する際のフレームワークとしても活
用されている。

3.　エコなライフスタイル

日立グループは，持続可能な社会をめざして，地球環境
保護のために取り組むべき事項を，「環境ビジョン」とし
てまとめている（図3参照）。基本要素は「地球温暖化の防
止」，「資源の循環的な利用」，「生態系の保全」の3点である。
エクスペリエンスデザインの視点からは，この環境ビ
ジョンを実現するための技術・ソリューションを，環境ビ
ジョンの実現に直接貢献する技術・ソリューションと，環
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図2│スマートシティにおける持続可能な発展
スマートシティにおける持続可能な発展には，時間軸の視点が求められる。変動する人口，経済，社会環境，地理的制約条件などに対応し，常に「エコとエクス
ペリエンスの最適バランス」を維持できる社会インフラを構築し，持続可能な発展を実現する。

CO2排出量の少ないエネルギーインフラをつくる
エネルギー消費の少ない製品をつくる

製品を回収し， 資源として利用する 大気 ・ 水 ・ 土壌をクリーンにする
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図3│日立の環境ビジョン
日立グループは，環境ビジョンに基づき，製品の全ライフサイクルにおける
環境負荷の低減をめざすグローバルなモノづくりを推進し，持続可能な社会
の実現に努めている。
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境ビジョンの実現に貢献する行動様式・ライフスタイルを
サポートする技術・ソリューションに分類することができ
る。この分類と典型的な事例を図4に示す。
再生可能エネルギー，汚水処理などの環境ビジョンの実

現に直接貢献する技術・ソリューションについては，従来
から包括的かつ体系的な開発が進められ，全体最適を追求
した導入の検討が進められている。一方，環境ビジョンの
実現に貢献する行動様式・ライフスタイルをサポートする
技術・ソリューションについては，カーシェアリングや
HEMS（Home Energy Management System）のような個別
の技術・ソリューションの開発・実証が開始された段階で
ある。日立グループは，包括的かつ体系的な環境ビジョン
の実現に貢献する行動様式・ライフスタイルをサポートす
る技術・ソリューションの検討と開発に向け，エクスペリ
エンスデザインの活用によるエコなライフスタイルの研究
に着手した。
その最初の取り組みが，「わたし，エコしてる」の開発

である。これは日立製作所デザイン本部がユーザーの根源
的な価値観を探索し，提供すべき「経験価値とは何か」を
明らかにするために開発し，ソリューション開発に活用し
ている「うれしさの24章」（経験価値を構成する24の要素
と事例をまとめた冊子）と同様に，エコなエクスペリエン
スやそれを実現するソリューションを発想する際のキー
ワードやヒントを集約したものである。「うれしさの24章」
のように，私たちがどのようなエクスペリエンス（どのよ
うな気持ちで，どのような行動をし，どのような体験をし
たか）を得たときに，地球環境保護（エコ）に貢献したと
感じるかを，エクスペリエンスデザインの手法によって検

討を進めた。現時点における暫定版を図5に示す。「わた
し，エコしてる」は「うれしさの24章」と同じく，発想の
ためのツールとして開発を進めているものであり，網羅性
や論理的な完全性を意図したものではない。
「わたし，エコしてる（暫定版）」の六つのキーワードと，
代表的な生活者視点でのエコなエクスペリエンスを，以下
の（1）～（6）に示す。エクスペリエンスデザインの観点か
らは，スマートシティの社会インフラは，こうしたエコな
エクスペリエンスを生活者が得ようと思って行動する際
に，「快適に行える」，「ストレスなく行える」，「自動的に行
われる」，「十分な機会と選択肢がある」ことをサポートす
るように，ITやさまざまなソリューションを活用するこ
とをめざすべきであると考える。
（1）ちょうどいい，程よい
モノやサービスの量，品質やタイミングが，ニーズに対
してちょうどいい，程よい，ということ
（a）ちょうどいい空調（量）：冷房による冷やしすぎや，
暖房による暖めすぎがない。また，人がいない所は使わ
ないなど，むだのない空調ができる。
（b）ちょうどいい水の利用（品質）：打ち水や，植物へ
の散水には，上水でなく再生水や雨水を活用できる。
（c）ちょうどいい交通（タイミング）：ちょうどいいタイ
ミングで公共交通機関が利用できるので，自家用車利用
によるガソリン消費が抑制できる。

（2）もったいない
もったいないという気持ちで，最小限の資源で生活でき
るよう工夫するということ
（a）捨てない：何をどうやってリサイクルできるかがわ
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図4│地球環境保護のためのソリューション（エクスペリエンスデザインの視点）
「地球環境保護につながる生活者・企業のライフスタイル」をサポートすることも，スマートシティにおけるIT活用の重要な目的である。

注：略語説明　HEMS（Home Energy Management System）
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かりやすく，不必要になったら，いつでもリサイクルに
出すことができる。
（b）持たない：カーシェアリングや，さまざまなモノの
レンタルが便利に活用できるので，利用頻度の少ないも
のは持たずに済ますことができる。
（c）使い切る：食材の計画的な購入と在庫管理や消費が
しやすいので，食材をむだなく使い切ることができる。

（3）汚さない
（a）空気：空気をなるべく汚さない交通手段やエネル
ギーを活用することができる。
（b）水：使った水が処理されて再利用される環境が整っ
ているため，安心して水を使うことができる。なるべく
水を汚さない洗濯や食器洗いができる。
（c）土壌：土壌をなるべく汚さないで生産された製品を
選ぶことができる。

（4）まめに動く
（a）ゴミの分別：さまざまなゴミがどのように分別され
るべきかがわかりやすく，いいかげんにしたり，後回し
にせずに，まめに分別していくことができる。
（b）リサイクル：何をどうやってリサイクルできるかが
わかりやすく，不必要になったら，いつでもリサイクル
に出すことができる。
（c）スイッチのオン／オフ：不必要なエアコンや照明の
スイッチを確実に切ることができるように，自動化され
ていたり，外部から操作できる。

（5）未来のための選択をする
現時点における多少の利便性の犠牲やコスト増があって

も，未来（みずからの子どもたちの時代）のことを優先して

考え，より地球環境に配慮した製品やサービスを利用する。
（a）情報：より地球環境に配慮したライフスタイルや製
品・サービスの情報が簡単かつ十分に得られるので，自
分がどのようにして未来のための選択をするか，納得す
るまで考えることができる。
（b）機会：より地球環境に配慮した製品・サービス（例：
カーシュアリング，再生可能エネルギーなど）を選ぼう
と思う際に，十分な選択肢が用意され，かつ容易に利用
できる。
（c）参画：地球環境を積極的に保護するためのさまざま
な活動（植林，リサイクル）に関する情報や機会が十分
にあり，積極的に参画することができる。

（6）自然の恵みを最大限生かす
屋上緑化，グリーンカーテンや打ち水など，自然の恵み
を最大限に生かすことで，エネルギーの消費を大幅に抑え
ながら，快適に過ごすことができる。

4.　ライフスタイル・リファレンス

日立グループは，スマートシティにおけるエクスペリエ
ンス，およびエコなライフスタイルの実現やサポートのた
めの技術・ソリューションを，より具体的にイメージして
開発や実用化のヒントとするため，スマートシティのライ
フスタイル・リファレンスの作成を進めている。これは，
将来のスマートシティに住む多様な生活者が得られるエク
スペリエンス（エコなエクスペリエンスを含む）を，さま
ざまな生活シーンにマッピングしたものであり，現時点ま
でに数百におよぶ生活シーンにおけるエクスペリエンスの
整理を終えている。

日立の環境ビジョン
「持続可能な社会をめざして」

地球温暖化の防止
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図5│「わたし，エコしてる（暫定版）」
地球環境保護に貢献するライフスタイルを生活者視点で表現したものである。

注：略語説明　3R（Reduce，Reuse，Recycle）



53

feature articles

Vol.93 No.11 764–765  社会イノベーションを支えるエクスペリエンスデザイン

「働く」，「暮らす」，「動く（移動する）」，「学ぶ・遊ぶ」と
いう代表的な生活シーンに，エクスペリエンスを配置した
イメージを図6に示す。
このライフスタイル・リファレンスは，日立グループが

考えるスマートシティのビジョンや技術・ソリューション
をわかりやすく説明するためのコンテンツ（ホームページ，
展示会，プレゼンテーション）作成にも活用されている。

5.　新興国のスマートシティプロジェクトに対する取り組み

現在，全世界のスマートシティプロジェクトの中で，特
に注目を集めているのが中国・インドをはじめとする新興
国における多数の大規模プロジェクトである。日立グルー
プも，中国の「天津エコシティ」，「広州ナレッジシティ」
やインドの「デリー・ムンバイ間産業大動脈構想」の一環
として行われるスマートシティプロジェクトに参画している。
新興国におけるエクスペリエンスデザインの実践には，

以下のジレンマの解決が必要である。
（1）民族性，文化，経済状況，社会状況に応じて求められ
るエクスペリエンスが異なるため，こうした環境を深く理
解し，共感性を有する当該地域の人が実践するのが望ま
しい。
（2）新興国には，エクスペリエンスデザインの知識や実践
経験を有する人材がほとんどいない。
デザイン本部では，こうしたジレンマを解消し，新興国

においてエクスペリエンスデザインを実践するためのプラ
クティカルな手法の開発と，実際に日立グループが取り組
んでいるスマートシティプロジェクトに有用な知見を提供
することをめざして，試行プロジェクトを実施した。
試行プロジェクトの対象としては，現在，中国で取り組

んでいるスマートシティプロジェクトおよび関連ソリュー
ションの中で，最もエクスペリエンスデザインと親和性が
高い「広州ナレッジシティ向けのスマートホームソリュー
ション」を選択し，エクスペリエンスデザインのテーマと
して広州ナレッジシティにおける安全・安心な暮らしを取
り上げることとした。
この試行プロジェクトは，デザイン本部のエクスペリエ
ンスデザインの専門家が中心となって推進した。また，千
葉大学大学院工学研究科の渡邉誠教授の協力を得て，エク
スペリエンスデザインを学んだ同教授の研究室に所属する
大学院生（中国からの留学生5名と日本人5名）に参画し
てもらうとともに，ステークホルダーへのヒアリングなど
の個別要素については中国の専門事業者を有効に活用して
行う方針とした。試行プロジェクトの体制とプロセスの概
要を図7に示す。
エクスペリエンスの専門家の知見と，中国の民族性，文
化，経済状況，社会状況をデザイナーの視点で理解してい
る中国からの留学生の知見を融合させ，効率的に検討を推
進するために，次の2手法を採用した。
（1）日本において，現地調査会社による調査結果を基礎と
したワークショップで十分な仮説検討を進める。
（2）現地でフィールドワークを行い，当該地域のリアリ
ティを共有したうえで，再度ワークショップを通じてエク
スペリエンステーブルの最終化とソリューションアイデア
のブラッシュアップを行う。
現地におけるワークショップの模様を図8に示す。
試行プロジェクトの結果，要員の構成（スキルミックス）
や基本的な進め方については十分に有効かつ実用的である
ことが検証できた。一方，個別の工程の進め方については

働く
・ ・ 時空間の制約が少ないワークスタイル
・ ・ ICカード， 静脈認証， 顔認証などの組み合わ
  せによるセキュリティと利便性の両立

暮らす
・ ・ 気温，天候，行動スケジュールに応じてこまめに動く
  温度設定や自動照明オン／オフ
・ ・ 遠隔診断を活用したいつでも受けられる医療
・ ・ 待たずに受けられる行政サービス

・ ・ 時空間の制約を受けない学習環境
・ ・ 地域コミュニティネットワーク形成を促進する学校

動く（移動する）
・ ・ 個人所有からシェアリングへの移行， 必要な
  ときに必要なだけの利用
・ ・ 移動範囲と緊急性に合わせたちょうどいい
  移動手段の選択
・ ・ 交通状況， 天気予測を考慮した柔軟な運行

学ぶ・遊ぶ

図6│スマートシティのライフスタイル・リファレンス（イメージ）
スマートシティのビジョン共有や，ソリューションに対する具体的な要求を抽出するためのリファレンスとして活用される。

注：略語説明　IC（Integrated Circuit）
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多数の課題を発見することもできた。今後は段階的に試行
プロジェクトを積み重ね，新興国でのエクスペリエンスデ
ザインの本格適用に結び付けていく計画である。
また，試行プロジェクトの結果，スマートホームソ

リューション開発に有用な知見も相当程度得られた。当初
の予想（初期のワークショップでの仮説）どおり，安全・
安心な街に関して広州市民の期待するエクスペリエンス
は，その主要部分については日本と大きな差異がないもの
の，コミュニティおよび人間の信頼関係に関する思いと期
待については，新たな知見も得られた。この試行プロジェ
クトで得られた知見は，日立製作所情報・通信システム社
におけるスマートホームソリューションの開発に活用され
る予定である。

6.　おわりに

ここでは，スマートシティにおける経験価値創造に向け
た，日立グループの取り組みについて述べた。

スマートシティ自体が世界的にも新しい取り組みであ
り，スマートシティに対するエクスペリエンスデザインの
適用も始まったばかりである。現時点においては，先行的
な取り組みにより，スマートシティの企画・構想に有用な
フレームワーク・視点の導出，スマートシティソリュー
ション開発の発想をインスパイアするキーワードとリファ
レンスの作成，新興国で実プロジェクトに対する試行適用
を行った段階である。
今後は，より実践的なプロジェクトへの協力，適用を通
じて，高い経験価値（エクスペリエンス）を実現するスマー
トシティ構築のためにエクスペリエンスデザインの活用を
推進していく。
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図8│ワークショップ風景
広州市におけるライフスタイルに関する2日間のフィールドワーク（現地調査）
の直後に，現地でワークショップを行った。

日立製作所

千葉大学大学院工学研究科
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デザイン本部

オリエンテーション

調査設計

ステークホルダーインタビュー（十数名）

仮説構築ワークショップ（4日間）

フィールドワーク（2日間）

アイデア具体化ワークショップ（3日間）

ラップアップ

千葉大学
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日立（中国）有限公司デザインセンタ

中国人留学生（大学院生）

中国のリサーチ会社

日本人（大学院生）

検討体制 検討プロセス

図7│「広州市における安全・安心な街のエクスペリエンス」検討プロセス
千葉大学大学院，日立製作所スマートシティ事業統括本部などの支援を得て，デザイン本部が主体となって検討を推進した。


